
保健体育部会

研究主題 「生徒による授業評価 を生かした授業改善」

r主 題 設 定 の理 由

平成12年12月 の教育課程審議会において、「児童生徒の学習 と教育課程の実施状況の評価の在 り方にっい

て」の答 申が出され、「評価の機能 とこれからの評価の基本的な考え方」が示された.

この答申を受け、「東京の教育21」 研究開発委員会高等学校部会では、「生きるカをはぐくむ評価の研

究開発」を平成13年 度か ら継続 してきた.本 年度は、これまでの 「評価」及び 「評価規準」に加え、指導

と評価の一体化の具体的方策として、「生徒による授業評価」を導入することにより授業改善を進めていく

手段 について研究開発することとした。

これまで教科体育では、教師が生徒を評価(学 習の評価)す る.生 徒 自身が評価(自 己評価)す る、と

い う二種類の評価 を主に行ってきた。 しかし、計画 ・実施 した後に最終的に評価を行 うこと渉多 く、評価

の結果を迅速に授業にフィー ドバ ックさせることが課題であった。教育課程審議会答申においても、「評価

は、学習の結果に対 して行 うだけでな く.学 習指導の課程 における評価の工夫を一層進めることが大切で

ある。また、児童生徒にとって評価は、自らの学習状況に気付き、自分を見つめ直すきっかけとなり、そ

の後の学習活動や発達を促す という意義がある。」 と、指導 と評価の一体化の必要性が挙げられている。こ

のことから、生徒 による授業評価 を生か した授業改善が 「生きる力」の育成のために必要であると考え、

研究主題を設定 した。

皿 研 究 の 内容

f指導 と評価の一体化Jを 実践する上で、今まで実施 されていなかった 「生徒による授業評価」を授業計

画の中に位置付け、アンケー ト形式で実施 し、その評価結果を授業改善につなげる方法を示すこととした.

1授 業評価を組み込んだ単元計画の作成

球技(バ レーボール)を 例に、生徒による授業評価を組み込み、評価結果を基にした授業改善を実践

できるよう単元計画を立案 した。

2授 業評価、アンケートの作成・実施

生徒 による授業評価項目を、「授業内容」・「指導方法」・「授業の進め方」の3つ の観点から作成 し、

授業改善の方向性力玉明確になるようなアンケー ト内容を示 した。

3授 業改善の方策

生徒による授業評価の結果を生かした授業改善を、教員個人にとどまらず、教科や学校全体の取組と

していけるよう、授業改善の方策を示 した。

皿 評価 結 果を生 か した授 業改 善

1目 標 に 準 拠 した評 価 と指 導

平成14年2Aに 国立教育政策研究所から示された、「評価規準の作成、評価方法の工夫改善のための参考

資料(中 学校)」 では、「学習指導要領に示す 目標に照らしてその実現状況を見る評価(い わゆる絶対評価)

を一層重視 し、観点別学習状況の評価 を基本 として、児童生徒の学習の到達度 を適切に評価 していくこと

が重要 となる」とされている。「関心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」「運動の技能」「知識 ・理解Jの 四つの

観点により、その学習状況を評価することが求められている。

保健体育科では、「生きるカ」をはぐくむ観点か ら、領域選択制や種 目選択の授業を実践し、グループノ
ー トや個人カー ドなどを利用した生徒の 自己評価及び相互評価 を行ってきた

。この評価によ り、目標に対

する生徒の取組の状況を確認し、さらに教師が四っの観点で評価を行 うことで、求めている目標に対す る

生徒の実現状況を把握 し、っまずきに対する支援の手段 を明らかにしようとしている。
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2指 導 と評 価 の一 体 化

これまでの評価は、「教師による評価」により、学期末及び学年末に評価(評定)を 付けることが多 く行わ

れていた。 また、評価は生徒の活動の結果 とい う意味合いが強く、その結果を授業の改善に結び付 けよう

とす る考 えはあま り多くなかった。評価 を見て授業の改善を行っている教師で も、評価を基に教師個人の

内面で授業改善を行ってきたにすぎなかった。

特に科 目体育では、生徒の学習の成果やできばえを見て、授業の中で練習方法や指導方法を変えること

に より授業改善を図っていた.し か しその変更はあくまでも教師側から見ただけの考え方で しかなく、評

価は単なる結果 と受けとめられて しまうことも少なくなかった.

評価に対す る問題意識の高揚 とともに、単なる結果にとどまることなく、後の授業改善の資料 として捉

え、計画的に生徒の状況を評価 ・判断 し,学 習指導の改善をしていくととが重要 となってきた。その結果、

授業は評価が終了点でなく、r計画一実施 一評価 一改善」という、フィー一一ドパックを生か した授業改善をす

ることが必要 となる。そのためにも、評価の時期を工夫 し、その後の指導の改善に結び付けることが大変

重要となってきている。

3科 目体 育 の 授 業 評価 と授 業 改 善

本研究では、授業改善を行 うため撮々な評価結果を集約 ・分析 して改善点を見つけ出そ うとしている。

評価は大きく分けて、「教師による評価」 と 「生徒による評価」の二種類である,「生徒による評価」にお

いては、従来か らグループノー ト等を活用し、生徒の自己評価及び相互評価恭行われている.今 回、「生徒

による評価」の1っ として新たに 「生徒による授業評価」を導入 し、「教師による評価」、「生徒の自己評価

・相互評価」、「生徒による授業評価」の3つ の評価の側面から、授業の改善点を明らかに しよ うとしたも

のである。

各学校 では、生徒の実態や育てたい生徒像に基づき、学習指導計画や評価規準が作成 され、授業が実践

されている。その実践の成果や課題を3つ の評価結果から探 り、授業改善を図っていくことが重要である。

① 「自己評価」の観点

生徒による自己評価 の観点を、教師が行 う評価 と同 じ 「関心 ・意欲 ・態度」「思考 ・判断」「運動

の技能」「知識 ・理解」の四観点とすることで、授業のねらいを明確に示すことができる。

各自の授業に対す る取組や 目標 の実現状況を、自己評価により把握させ、生徒 自身の学びの改善

を行 うことを目指 している。

② 「生徒による授業評価」の観点

「授業の内容」、「指導方法」及び 「授業の進め方」と観点を明確化 し、教師に対する好 き嫌いや、

単なる情緒的印象に陥らないように した。

③ 「生徒による授業評価」の実施方法

生徒に よる授業評価はアンケー ト形式で授業の終わ りに時間を取 り実施する.回 答方法を簡単に

す るとともに、自由記述欄を設け具体的な意見を記入できるように した.

④ 「生徒による授業評価」で期待 される効果

授業評価の始めに毎時間の 自己評価の結果を集計させ、これまでの自分の授業に対す る取組姿勢

を振 り返 らせることで、授業に対する動機付けが高まる.

授業評価の実施時期を単元の中間に配置す ることで、結果を迅速にフィー ドバ ックす ることが可

能で、生徒の要望等に素早 く応えることができ、より学習意欲 を高めることができる.

各観点ごとに、教師が把握できなかった課題が明らかになり、授業改善に向けた新たな方策がた

て られる。

この ように、教師による評価で 「指導の改善」を行い、 自己評価及び相互評価で 「学びの改善Jを 、そ

して生徒 による授業評価で 「授業の改善」を行 うことで、より充実 した体育の授業となり、確かな学力の

定着にっな溺っていく。
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〈授業改善の流れ〉

r--暉 臨_く 生徒¢「寒態
～

、ミ
、

ヒ'幅 付 ナ せ た い 学 ＼

新学習指導要領に対応した目標の設定(各 学校の保健体育科の目標)

学習指導計画・評価規準の作成(単 元計 画)

・観 点 別 評 価

・教師の 自己評価

顎 ㌔ ・㌔

_堕 睡 ご麗
唱 罫

1蟄

価

価

平

平

昌
置
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号
雨

己

互

自

相

篇 方法

確 か な学 力の 定 着

『
'一1

7

・評 価 規 準 の 見 直 し

・指 導 法 の 検 討

…薩
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IV「 授 業 改 善 の 方 策 」

さきに示 した授業改善の流れの中で把握 した改善点については、教師 自身が内面的に授業の改善を図る

だけではなく、教科の共通問題 として捉え、教科の中で意見の交換を行った り互いの授業を公開 した りす

るな ど、教科内の研修会を行い、教科 として授業の改善に努めていくことが必要である,

また、授業評価や授業改善は各教科が単独に行 うだけではなく、育てたい生徒像に基づき、全教職員の

共通理解の下で学校全体が実施することが望ま しい,そ の場合には、各教科の枠に縛 られず、授業公開や

校内研修会を実施し、意見交換や情報交換を積極的に行っていくことが大切である.

さらに、その枠を自校外にも広げ、全都に向けた授業公開、教科の授業研究、小学校 ・中学校 ・大学や

地域 との連携、研究会や研修会への参加などにより、授業改善の方策を探っていく働きかけが必要である。

〈授業の構築〉

f・…自:i校 …外'・

〈授業改善の具体的手段〉

教師自身による授業改善…文献研究や意見交換などを手がか りとする

ii教 科会等による授業改善…授業を公開し研究授業などで研究協議を行 う

出 校内の意見や評価を利用 した授業改善

…校内研修会を利用 し教科の枠を超え授業を公開し研究協議を行 う

iv校 外の意見や評価を利用 し授業改善

…外部の研究会や研修会を利用 した り他校の公開授業などを参考にす る
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V.単 元 計 画 〈バ レー ボー ル 〉

単元名

ね
ら

い

時 間

1

2

3

4

5

6

7

s

9

10

導

入

展

開

価

展

開

ま
と
め
評
価

バ レ ーボ ー ル 実施学年 2学 年 男女(共 習)4D名 実施時期 9月 ～la月

(1〕 チームの課題に応 じた練習を工夫 し、個人的技能や集団的技能を高める。

(2〕 防御 か ら攻撃への蓮係 を生か したゲームを目指 し、チームの特性 を生か した作戦を立ててゲームを楽 しむことができるようにす る,

(呂〕審判法及びゲームの運営を理解 し、チ・一ムにおける役劉を自覚 してその責任を果た し.協 力 して纏習や ゲームができるよ うにす る.

{4)生 徒自身が授業評価を行 うことによって、圭体的に学習 目標を達成させる能力を高める.

学 習 内 容

オ リエン

テー ション

明`'

囁.
,

∵

簸
嚢

…
授巣評価1

尚

学

ヨ

,
、
-

,

占

霊

霞

{等

』

麟
葺

『

画

学 習 活 動

オ リエンテーシ ョン
・単元計画を説明す る
・チームを編成す る

・練習計画を立て る

子一ム練習を中心 と した学晋
・パス、サーブ などの個人的

拉能の練 習に割 り当てる時

聞を多 くとるが,簡 易ゲー
ムを試行す る。

【導入】

グループノー トを受 け取 り、

教師か らの評価 を確認す る.

【展開】

本 時の 課題 と学習 内 容 を考
え、グループごとに学習 を進

める。

【まとめ】
グループノー トや個人 カー ド

に、授業の内容や 自己評価 を

記入する、

【授業評価】

通常のグループ学習 を行 い、

授巣の終わ りに 「生徒に よる

授業評価1」 を行 う.

授巣評価の結果壱生徒に
提示L、指導の改善や授
業計画の纏り置し奢図る

主 な観 点{関 心 ・意欲 ・態度}{思 者 ・判断}{運 動の技能,ζ 知識 ・理解}

・バ レー ボール の楽 しさや 喜 び を

味わお うとしている.
・チー ム におけ る 自己の役 割 を 自

覚 し、 その責任 を果た そ うと し

て いる

・バ レーボール に対す る興味 関心

がある.
・仲間 と協 力 して チー ムを編 成 し、

自分の役割 を 自覚 して活 動 してい

る、,

・.棟習 や ゲーム に積 極的 に取 り組

み 、準備や 片付 けな ども脇 力 し

て いる。 関

・チー ムや 自分 の能 力 に応 じた操

題 を設 定 し,練 習 内容や 方 法 を
工夫 してい る。

・グル ー プノー トや 個人 カー ドに

活動 内 容や 自己評 価 を的確 に記

入 している.

・積 極的 に練習や ゲー ムに 聖 り組 ん

.醐 臨.て 轍 肘 寸を■
ているb1

・チー ムや 自分 の能力 に応 じた 目標1

や 作戦 を設定 して いる、1
・練習や ゲーム において 、安全 や事思

故防止 に留意 している、

・パ スや サーブ な どの甚 本的 な技

.態鍛 驚 掩 などでラリ 技
一 を1院け る こ とが で き るc

・基本的 なバ スやサーブがで きる.
・自分 の 目標 と してい る披 能 を身に

付けている。

・個 人 岐能 の仕組 み や高 め方 を理

解 して お り.そ れ に必 要 な含 理 知

的 な練 習方法 や練 習 計画の 立 て

方 を知ってい る。

・ハ レー ポール の特性 や個 人妓能の

高め方 を理餌 している購
・合理的 な練習 計画 を立て て、チー
ムの作戦に生か してい る、

竃 菖 、 二.川 授業評価の観 点①授業内容 ② 指導方法 ③授業
の進め方

磁元前 半 〔1～5時 間 目)ま での授業及び阜元全体についての授桑評価 を行 う。

単元前半 の摂業 を振 り返 り、また単元後半の授業改善へつなげ られ る殺問 にする.

チーム練習を中心 と した学習
・t導入1【 展 開1【 ま とめ 】

は2～4時 間 目まで と同様

に行 う.
・レシーブフオー メーシ 日ン

や三段攻撃などの集団的技

能やゲームに割 り当てる時

間を多 くしてい く.,
・リーグ戦を行 う.
・ゲームの結果 によ リチー ム

や個人の課題 を見付 け、課'

題解決の方策 を考える。
・戦術を考え、それ に応 じた

練習を行ってい く.
・審判方法及び リー グ戦の運

営方岳を学習す る、

【授桑評価】
リーグ戦終了後 、授 業の終 わ

りに「生徒による授 業詳価1」

を行 う.

・ゲー ム にお け る楽 しみや喜 び を

感 じている、
・ゲ ーム のルー ル を守 り、審判 の
判 定や 指示 に従 うこ とか で き、

勝敗 や 結果 を素 直に 受 け入れ る
ことができる。

・バ レーボール の 楽 しさや 喜び を味

わ ってい る、
・ゲー ムにお い て,審 判 の判定や 指関
示 に従 うこ とが でき、結 果を受 け

入れてい る。

・披能 の段階に応 じて戦術 を考 え.

相 手 との攻防 に あっ た作 載 を立

・雛 講 響歪欝(珍
の内容を次時に生か して いる,, ↓

・目標 の達成度 に応 じて 、練習や ゲ
ー ムの仕方 を 見直 した り、工夫 し
た りしている。

・ゲー ムの結 果 から、新 しい課題 や
目標 を見付 けてい る.

・三段 攻 撃な どの 連係 プ レーが で

き、ゲ ーム の中 で ラ リーを続 け

るこ とができる,枝
・仲 間の ミス を事 前 に予 尉 し、そ

れ をカバーす る動 きが できる,

・三艮攻撃 な どの連 像プ レーが で き

た り、仲間 の ミスをカバ ーす るこ

とがで きる,
・相手 に応 じた 作戦を立 て て、ゲー ・
ムをす ることができる、

・合理 的 な練習 の 仕方 や練 習 計画

零妾磁 翻 至撫劣藷 知
方 法を理解 している。

・技能 を高め るための勧 果的 な練習

を して いる、
・ル ール 及び審 判方法 を理解 し、 リ
ー グ戦 を運営す ることがで き翫、

:轟
.、L・ ・.lllI掻 桑評価 の観点① 授業内容 ② 指導方法 ③侵業の進 め方

坦元 置半16～10時 間 目)ま での授 業及び阜 元全 体につ いての授業辞価 を行 う.
、単元後半は、前半 と比較 し怪桑改曹 がな され たかど うか についても碧 目 し、評価

結 果を次の単元 での指導 に生かす。
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1

田

1

VI単 位時間計画

単元名

本時の

ねらい

施 般

用 異

は
じ
め

な

カ

ま

と

め

時間

5分

15分

25分

5分

バレーボール 配当時聞 10時 間中の6時 間 目 学 年 2学 年 男女共習40名

(1)前 時の生徒による授業評価の結果から今後の授業の改善点について理解する。

(2)自 己評価結果を基に単元前半を振 り返り、活動計画の練り直 しを図る。

(3)生 徒 自身も授業改善に参加する意識を高める。

体育館(バ レーボール コー ト2面)

バ レー ボ ー ル をO個 、 得 点 板 、 グル ー プ ノー ト、個 人 カ ー ド、 筆 記 用 具 、 ホ ワイ トボ ー ド、 ホ イ ッス ル

学習内容 ・ 学習活動

1)あ いさっ、出席点呼

2)グ ループノー トの返却

3)授 業の流れの説明

【展開1】

改善点の説明

教師よ り、授 業評価の 結果 と,

それに よる授 業の改善 点を聞

き、そのポイ ン トを理解す る。

"ル ープ ・ミーテ 年ン グ

改善点 を理解 し、グル ープ ・'

ミー・テ ィングに よ り活 動計画tI

の見直 しを図 る とともに、個

人やチ ー ムの新 たな課題 を発1

見する。

【展開 皿】
・準備運動

・チー一ムごとに設定 した練習

1)整 理運動
2)個 人カー ドの記入

3)チ ームごとのミーティング
4)次 時の確認、あい さっ

教師の改善点と支援

・生徒 による授業評価の結果により、

改善点を見付け、後半の計画 を練 り
直す。

・本時の流れやめあてを説明 し理解 さ

せる、,

教師が改善すべき観点
o授 業内容

o指 導方法

O授 業の進め方

し析分を果結

善撒師教

生

と
も

、る
を

し
す

識

回

認
意

。巡
確

の

ロ

価
示
観
付

ン
い
も
る
て
見
や

評
を
き
連

イ
て
身
す
し
発
容

業
策

べ
関
テ
じ
自
認
連
を
内

授
善
す
を

一
感
徒
確
関
題
習

。

る
改
善
点
ミ
を
生
か
に
課
練
る

よ
な
改
観
プ
善

、る
善
な
の
せ

に
的
が
き

一
改
に
い
改
た
め
さ

徒
体
徒
ベ
ル
が
も
て
業
薪
た
夫

生
具
生
す
グ
徒
と
て
授
の
の
工

。と
る
を
か
善

の
す
点
け
グ
る
改

ム
決
を

一
解
ど

チ
の
な

や
そ
法

人

、方

個
せ
習

、さ
練

・グループノー トや個人 カー ドから、
さらなる改善の余地を探る。

生 徒 の 改 善 点

・グループ ノー トのコメン トを確認 し

今後の活動に生かす。
・授業の流れ を理解 し、 目的をもって

積極的に授業に取 り組む。

・授業は教師と生徒が一緒に作り上げ

ていくものであることを理解する。

・授業改善には生徒も参加することが

必要であることを理解する。

生徒が改著すべき観点

o関 心 ・意欲 ・態度

O思 考 ・判断

O運 動の技能

o知 識 ・理解

・自己評価の集計結果を基に、学びの
改善を把握する。'

・協力して個人的技能や集団的技能を

身に付ける練習に取り組む,

・本時の活動 を振 り返 り、個人 カー ド
に自己評価 を記入す る。

・ミーテ ィングによ り反省点を見付 け

次時の課題 にする。

哉善点の具体例

【授業内割
・バ レーボールが楽 しい と感 じら

れ る課題 を設定する。
・技能が 向上す る練習方 法な どを

示す.

・満足できる運動量を確保す る1、
・授業 の進 め方や評価方法を明確

に示 し、生徒 が目標 を把握 しや

すいよ うにす る。

【指導方法】
・グループの編成を工夫す る。
・教材や施設の準備 を十分に行

り。
・技術的なア ドバイスを的確に行 『

り。
・グループノー・トを とお し、良い1

点や改善点を的確 に指導する.

【授業の進め方】
・練習計画作成への支援 を行 う,
・生徒の興味や動機付けが高まる

ような、時間配分 を行 う1、

・安全 面の配慮 を確実に行 う。



W授 業 改 善 に 向 けた3つ の 柱

授業改善に向けた評価の柱を、「教師による評価」、「生徒による自己評価及び相互評価」、f生 徒による授

業評価」にお くこととし、それについてのねらい及び具体例は以下のとお りである.

1【 教 師 による評価 】

「関心 ・意欲 ・態度」、「思考 ・判断」、「運動の技能」、「知織 ・理解」の4っ の観点で、目標に準拠 し

た評価を行 うことにより、生徒の状況に応 じた内容の改善を図る。

2【 生 徒 による自己評 価 及 び相 互 評 価 】

個 人 カ ー ド … 「関心 ・意欲 ・態度j、 「思考 ・判断J、 「運動の技能」、「知識 ・理解」の

4っ の観点で自己評価を行い、各々について、単元の前半と後 半で集

計 し、自己の学習にっいて振 り返 りを行 う。

グループノー ト … 相互評価や、チームとしての反省をすることにより、次の練習課題や、

互いの課題を確認させる手助けをする。

☆ これらを基に、生徒 自らの改善点を見付ける指導を行 う。

3【 生 徒 による授 業評 価 】…授業の改善

単元の5時 間 目に、アンケー ト形式で、「授業の内容」・「指導方法」・「授業の進め方」の3っ の観点

で生徒による授業評価(授 業評価1)を 行 うことにより授業の改善点を把握 し、後半の授業改善 を図

る、また、単元の最後の授業時間にも授業評価 皿を実施 し、評価規準の見直 し、評価法や指導法 を見

直す資料とする。

教師による評価は、目標に準拠 した評価を行 うことにより、生徒の学習の実現状況を細 り、fお おむね満

足できる状況」にする手立てを再考することや、指導の改善を図ることにつなげる。また、生徒による自

己評価及び相互評価を行 うことによ り、ね らいを明確化 させ、生徒 自身やグループの課題 を把握 させ.学

びの改善につながる。生徒による授業評価についても集計 ・分析 し、課題を把握 し、教員自身や教科会等

で検討することにより、改善点を明らかに し、授業内容の向上、指導方法の改善、授業の進め方のより良

い方法を見付けることができる,

〈 グ ル ー プノー ト、個 人カー ド、授 業評 価 アンケー トの例 〉

1グ ループノー ト 第3時 間 目

一
馴心 ・章獄 ・■塵

ド旨壼与現 縦 鮒 叩を行う

一薗■ゆ 腔匪

・トユ,卸{イ ク,=ノ ロノ,∬ で05よ うになろ

曝辱 ・銅繭
・薗八眩能の脚題 走臨富」し.錦 ■亡工封†る

麟昌ケームから駅恥騨馴 駈艶見†壱 」
「

囹唖・■鷺
儘汎o陛 暉の畜幽力■壇錦†自
彊凡使鱈セ生詞'園 轟ケー・Lを遭曜†も

・}回 の囹■郵直塵曹露喝

オーバ ー 7ン,'一 ←プ か'椰 卜属 プr7,

匿＼廣

1

1

第6時 間目

⑤ 趣 閂{)

盲寧脚の拍らい

晦間目

菖囚 隠___________雌__________________

翻心 ・壁験 ・撃屋
・凹瓢膠璽の白專魯三 しく理僻「1L壱
・タループの檀翻 二封†■職口曹匡省†看

5身 ・輌r噺
・鹸貞爵髄司柚娼をガル骨ツ'"鰭 騨に生かし駈た耽

職鯛早悼響力偵を鳶え畳

環動n臣 置
・ゲゆ一 ヴ①繭t_tt躍 曜闇優■9L-s・ ヲFレーn轟 瑚

要身騎舛1幡

督虚 ・鵬
・騰霊母〔蓄巴一うし・て馴 † 啓
・曹餉 加餉層碗壮方を唯粥ぐ各

t率 偉の栖幽9澗
・胤唖

・皇体£一,イ ング

1腔■評価n縞 県盤屏}

・ダループミーチ・「ンケ

・噺たな悶1=基 づいた臓翼

・まと吻.ノ ー ト臥

i認,

Cs分)

〔20分〕

轄 分) 目

良n」eた と二ろ ・「工去Lた 二と 顧 ウた と_ろ ・旗贈仰■糎1

ぼコメン ト

1
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2個 人 カー ド(1,2,6,7,le時 間 目の 例)

,

2年 球 披 還 択 一バレーボール～ 組 番 氏名

◇1時 間 目

月 日

本時の課題 高い← 噂低い

4321

自

己

評

価

① 関 ・意 ・態1バ レー ボ ー ル に興 味 や 関 心 がもてた
L

!4

② 閣・意・態1チ ーム纈成 に協力し、自分の役割 音自覚できたし
/4

③ 思劇1今 もっている技能 や知繊を生力、して簡 易ゲームができた /4

@技 能;基 本的な個人披能は身に付けた 一_昏 サ_L

ノ4
占 一 ← 一

「

⑤ 知・理 ニバレーボールの特性が理解できた■

/4

本 時の反省 ・次時への課題 合計 点

/20

◇2時 間 目

月 日

本時の課題 高 い・一 一低い

4321

自

己

評

価

⑥ 関意・鰭1仲 聞と協力して準 備や片付けができた
」

/4

⑦ 関意・瞬:積 極的に緯 習やゲームができた
」

/4

③ 思 判 自分 にあった課題設定ができた /4

⑨ 捷能 パスやサーブができるようになった /4

⑭ 知 ・理 練習の目的が理解できた /4

本時の反省 ・次時へ の課題 合計点

/20
}r リリ噂_一}___

◇6時 間 目

月 日

_一 一一蝋
本時の課題

峠一 一鹸 鹸 酬 舶幽.
菖い一 →低い

4321

弾

自

己

評

価

㊥ 関・慧・鱈:授 業を良くしようという意騰をもてた」
ノ4

⑪ 思荊 噺 しし」
課題を確認することができた /4

L

⑳ 枝能1新 しし
L

課閣や、チームブレーの基穫 を身に付けることができた1/4
し

⑳ 知L理1隷 晋方法の見直し査することができた1/4 L

@知 ・理1緯 晋 計画の立て方 を知ることができた /4

本時の反 省・次時への課題 合計点

/20

◇7時 間 目

月 日

本時の課題 冨い← →低い

4321

自

己

評

価

⑪ 関彊 ・態1前 時の授 業を生かそうという意識をもてたL馬 /4

⑰ 思・判1本 時の課題を解決することができた /4

⑭ 枝能:個 人枝能を連 係プレーに生かせ た /4

㊥ 桂能:作 戦を生 かしたゲームができた
L

/4

⑳ 知・理:黛 易ゲームの進め方 が理解できた占
/4

本 時の 肛省 ・次時への課題 合計点

/20
輪 __■一_一 陶

◇10時 間 目

月 日

陶_一 噛 噛 陶 A-一 貞一.← 一内 一.一_一 一 貞 曜

本時の課題 嵩い・一 →鮭い

4321

自

己

評

価

⑭ 幽・意・態1励 まし合ったり、教え合ったり、勝敗を疲う中で肇 しさや喜びを味わ えた
し

ノ4

⑪ 思・鵯1射 戦 チー ム に台 った 作 戦 を立 てることが できた
L

/4

⑭ 技能1作 轍どおりのゲーム運びがで吉た」

⑭ 知・理=ル ールや審判濫が理 解できた

/4
辱 骨 炉 一 一 一

/4
、 物

⑭ 知・理1り 一グ戦を自分たちで進めることができた」

/4

本 蒔の 反省・次時への課題 合計 点

〆20
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3授 業評価アンケート(授 業評価1資 料)

よ り直い擢業のために ～ バ レ ーボ ール ～

年 組 番 氏名 男 ・女

1.あ なたの取組について

★個人カー ドの項 目別集計を、次の各項目にっいて合計 してください,

レ2・6・7・Il・16・21

(関 心 ・意 欲 ・態 度)

3・8・12・17・22・23

(思 考 ・判 断)

4・9・13・14q8・24

(運 動 の 技 能}

5・10・15・19・20・25

(知 識 ・理 解)

★ 今までの授業を振 り返 り、あなたの取組について良かった点や改善すべき点を書い

てください。

2,授 業について

★ 次の各項 目の、あてはまると思 う数字を0で 囲んでください。

〈 欄 業 凶 喜 〉

とても 言あ あまり まミったく

そう皐う そう思う 思わない 思わない

1.バ レーボールが楽しいと感 じられる課題 が設定されていましたか.

2.グ ルー プ活動中心の授 業形鮨 は、良かったですか。

3.基 礎 練習が中心でしたが、満 足できましたか、

4.グ ル　 プノートや個 人カードは役に立ちましたか。

5.毎 時間の運動量は十分でしたか。

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

噌
1

■
1

1

1
■

弔
1

〈 措 導 方 濫 〉

6.協 力し、お互 いに技能を教 え合えるグループ編成でしたか。

7.課 題の解決 にっがるようなアドバイスや手助けh二ありましたか。

8.技 能 面で悩 んでいる時、適 切な模範やアドバイスがありましたか。

9.用 具や施設は(ポール、ネット、得点板、コート)十分整うていましたかc

le.グ ループノートの先生からのコメントは、役 に立つものでしたカ㍉

4

4

4

4

4

3

{d

3

3

3

2

2

2

2

2

」11

¶
■

-
1

¶
■

-

〈 撹業の避め万 〉

11.こ れまでの授業の時間配分はちょうど良かったですか,

12.計 画を立てる時間は十分でしたか。

13.練 習の時 間は十分でしたか,

14.成 績評価 の方法や規準についてわかりや すい説 明がありましたか。

15.先 生は、安全や健康 に配慮して授業を進めていましたか。

4

4

4

4

4
.

3

3

3

3

3

2

2

2

2

2

■
ー

-
匹

喧
■

i
曜

噌
1

★ 授業に関 して、改善して欲 しい点 ・要望などを書いてください
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皿 まとめ と今 後 の課 題

平成11年3.月 全面改訂された高等学校学習指導要領や、平成12年12月 の教育課程審議会答申にあるよう

に、学習指導要領の目指す基礎的 ・基本的な内容の確実な習得を図るとともに、自ら学び 自ら考えるカな

どの 「生きる力」の育成を図るため、その実現状況を見る 「目標に準拠 した評価(い わゆる絶対評価)」 を

一層重視 し、児童 ・生徒のよい点や可能性、進歩の状況を評価する個人内評価を工夫することが重要 とし

ている。 また、指導 と評価の一体化 を図るとともに、評価方法の工夫改善を図ること、学校全体としての

評価の取組を進めることが重要 としている、

それ を受け 「東京の教育21」 研究開発委員会では、研究主題 「生きるカをはぐくむ評価の研究開発」

として研究開発を進めてきた。本年度はさらに 「生徒による授業評価」を実施 し、指導と評価の一体化を

一層図ることで 「生きるカ」の育成を図ろうとしている。

保健体育科においては、自らの運動の課題を自ら解決するな どの学習が重要とされている。今回の実践

においても、球技(バ レーボール)の 中で自己の能力に応 じた運動の課題 を設定 し、その課題を自ら解決

す る学習内容を設定 した。今回の研究主題である 「生徒による授業評価」 を組み込むことが、授業の成果

をさらに向上させ ることと捉え、単元計画の中に授業評価を組み込んだ実践例 を示 した。 このような実践

から以下のような成果 と今後への課題を得ることができた.

1研 究 の 成 果

(1)「 生徒による授業評価」を実施す ることで、改善すべき内容を教師が把握でき、指導と評価の一

体化が さらに進むことにつながった、

(2)自 己評価の集計を授業評価 と併せて行 うことで、生徒 自身が授業に対する取組姿勢の振 り返 りが

でき、グループや個人の課題の発見や解決がよリスムーズに行えるようになった。

(3)「 生徒による授業評価」を単元の中間に配置 したことにより、目標の実現状況溺指導途中で把握

でき,生 徒のつまずきや問題を早期に発見し対処することができた。

(4)授 業評価アンケー トの観点を、「授業内容」 「指導方法」「授業の進め方」に設定 したことにより、

具体的な授業改善の方向性が明確 となった、

(5)「 いっ、だれが、 どのように」行 うかとい う、教師と生徒に分けた評価計画を示すことにより、

授業改善への具体的な方策を立てることができた。

(6)具 体的な授業改善の方策を教科の枠にとらわれることなく、広 く学校全体の教育課題 として捉え、

授業改善の具体的手毅を示すことができた。

(7)選 択制授業等で利用するグループノー トや個人カー ドなどの具体例や活用法についても示す こと

ができ、生徒による自己評価や相互評価の方法や利用法を明確にす ることができた、

(8)評 価の方法を複数利用することで、評価に対する生徒の信頼性が向上した。

2今 後 の課 題

(1)実 施種 目や授業方法 と、「生徒による授業評価」の時期にっいて さらに研究を進め、それぞれに適

した時期 ・方法 ・内容について検討を行 うことが必要である、

(2)「 生徒による授業評価」を確かなものとするため、生徒の評価活動に対 しても十分な指導を行い、

生徒の 自己分析能力や評価能力を高める必要がある。

(3)自 己評価や授業評価を授業時聞内に行 うことによる運動量の減少を、最小限におさえられるよう

配慮が必要である。

(4)「 生徒 による授業評価」により、教師の授業改善に対する意識改革が更に進むことが最も必要で

ある。
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